
美術館ボランティア・広報サポーター

静岡県立美術館ボランティアは､ 開館前年の����年

から募集と研修を開始し､ ��年�月の開館と同時に､

���人の体制で活動を始めた｡ 以来､ 日本の公立美術

館としては最大規模のボランティアとして､ 美術館と

観覧者との架け橋となるべく活動を続けている｡
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■基本の活動と内容・役割

全体を	�班に分け､ 月�回を基本活動日として活動

している｡

内容は､ 来館者と直に接する ｢来館者対応｣ と､ 縁

の下の力持ちとして来館者からは見えないところで美

術館の業務を様々な面から助ける ｢内部の活動｣ の	

種がある｡ この	つが基本活動となり､ 更に希望する

有志によるグループ活動がある｡

この他に､ 収蔵品展や企画展の鑑賞研修も大切な活

動である｡ 収蔵品展はいつでも鑑賞することができ､

美術館の所蔵作品について造詣を深めることに各人が

努めている｡ 企画展についても積極的に鑑賞研修を進

めるため､ 活動日以外にも�企画展について�回の鑑賞

を認めている｡ 各展覧会ではボランティアのみを対象

とした ｢ボランティア内覧会｣ も開催され､ 担当学芸

員による解説と鑑賞が行われるので､ いち早く展覧会

の内容把握に努め､ その魅力を広く館外へ広めるとい

う対外的な活動に役立っている｡

【基本活動】班編制により月�回の活動日に全てのボ

ランティアが行う活動｡

来館者対応：

(�)インフォメーションカウンターでの案内

(	)図書閲覧室の運営・公開端末利用の受付

(�)来館者の鑑賞補助など

(�)団体観覧者に対する資料配布など

内部の活動：

(�)他館の展覧会ポスターの館内での掲示､ 管理

(	)新聞記事の切り抜きや整理など､ 美術館活動の基

本資料の整備

(�)各種講座や研修の受講及び自己研修

(�)館外での当館開催展や諸活動の広報

(�)その他､ 美術館の要請に応じて美術館活動を助け

ること

【グループ活動】有志による活動｡ 美術館の要望など

により呼びかけて行われる｡

(�)ギャラリー・トーク(展示室での来館者への作品解

説・毎月第	第�土曜日他)

(	)グループＤ(新聞・文献資料の詳細な分類整理)

(�)桐の会(蔵書資料などのパソコン入力チーム)

＊グループ活動のみの参加は不可｡ 基本活動に参加し

た上で､ 希望の方がグループ活動を行う｡

＊この他､ ボランティア研修旅行の企画実行を担当す

る【研修旅行委員】(指定活動曜日のボランティア

から選出)､ ｢タッチ・ツアー(彫刻を触って鑑賞す

るプログラム)｣ 実施の中心となる【タッチ・ツアー・

ガイド】､ 実技室での教育普及イベントを補助する

【実技室ボランティア】があり､ ボランティア相互

の連絡調整につとめる【班長会】(各班長・副班長

で構成)とともに､ ボランティア活動の充実に努め

ている｡ 今年度の班長会は､ よりよい美術館ボラン

ティアのあり方について討議し､ 次年度以降の方針

としてグループ活動の活性化をはかることとした｡

■年間活動記録

�月 �日 ���名で活動開始

�月		日 研修旅行委員会第�回(以後､ 旅行当日ま

でに全�回開催)

�月�	日 第�回班長会

�月	�日 第	回班長会

��月	�日､ ��日 研修旅行

横浜美術館 ｢失楽園：風景表現の近代

��
�－����｣､ 鎌倉県立近代美術館 葉

山 ｢世界の美術館 未来への架け橋－
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��のミュージアム建築｣

計���名参加､ 随行：川谷承子､ 森充代

(当館学芸員)

�月��日 第�回班長会

�月��日 総会

・平成��年度の活動報告

・連絡事項

新聞切り抜き作業の変更点

ギャラリートークの活動について など

・平成��年度からのボランティア活動につ

いて(グループ活動の活性化)

・班別ミーティング

■広報サポーター

平成��年度に発足した広報サポーターは､ ｢美術館

と展覧会の広報｣ の分野を担う､ 美術館に通って来な

いボランティア活動として定着を見せており､ 平成

��年度末には���名の登録人数となっている｡

広報サポーターとは､ 美術館の展覧会や活動にご理

解いただいている方々に､ 当館スタッフの一員として

広報をサポートしていただくもので､ 美術館から随時

お送りする展覧会ポスター・チラシおよび当館のイベ

ント情報等を利用し､ それぞれの地域社会や職場・学

校などに広く美術館の情報を広めていただくことを目

的としている｡

広報サポーターは､ 当館ボランティア向けにおこなっ

ている展覧会内覧会に参加できることとしている｡ 広

報活動のため､ いち早く展覧会内容を知っていただく

ためである｡ また､ 実際の活動状況を把握するため､

年に一度広報サポーターには ｢活動アンケート｣ を義

務付けている｡

�) ｢広報サポーター｣ に登録すると

・展覧会ポスターやチラシ､ イベント情報が随時送

られてくる

・展覧会のボランティア・プレビューに参加できる

・広報サポーター証の発行を受ける

�) ｢広報サポーター｣ の義務

・展覧会やイベントの情報を地域や職場に広める

・効果的なポスター掲示場所等の情報を美術館に寄

せる

・年に一度､ 活動内容をアンケートの形で報告する
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